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The State and Problems of Lemur Conservation in the Berenty Reserve, 
Southern Madagascar
Ichino Shinichiro*
Lemurs are primates endemic to Madagascar, and most of them are in danger of extinc-
tion, mainly due to deforestation.  Berenty Private Reserve is a gallery forest along the 
Mandrare river, southern Madagascar, which is dominated by tamarind (Tamarindus 
indica) trees and characterized by a high density of lemur populations.  Lemurs of 
Berenty have been protected from hunting and environmental changes since 1936.  
In the last two decades, since the reserve was opened to tourists, several phenomena 
occurred in the Berenty: increase of ring-tailed lemur (Lemur catta) and human-intro-
duced red-fronted brown lemur (Eulemur rufus) populations, large tamarind death, 
and alopecia syndrome among ring-tailed lemurs.  These phenomena are potential risks 
that might cause instability of lemur populations in Berenty, but it is still diffi cult to de-
termine the primary causes.  In this paper, I summarize state of conservation of lemurs 
in Berenty Reserve and discuss the potentiality of the small-sized protected forest.
1．は　じ　め　に
1.1　マダガスカルの生物相の概要
マダガスカルは，アフリカ大陸の東南部から約 400 km 離れたインド洋上（南緯 11 度 57 
分から 25 度 36 分，東経 43 度 12 分から 50 度 17 分）に位置する，日本の約 1.6 倍の面積を
もつ巨大な島である．
マダガスカルは世界にも類をみない特殊な生物相で知られている．そこに生息する植物の約 




ているという特徴をもつ［アンドレオーネ 1999; 江口・山岸 1999］．
マダガスカルの哺乳類相を概観してみると，アフリカ大陸では普通にみられる分類群の多く
が欠如している．導入種を除くと，マダガスカルには霊長目，げっ歯目，食虫目，食肉目に属


















マダガスカルがアフリカ大陸から分離したのは，ジュラ紀の中・後期（1 億 6,000 万年前）
であると推定されており［山岸 1999］，その後もインド亜大陸や東部南極大陸とは 8,000 万
から 1 億 2,000 万年前までつながっていたと考えられている［Krause et al. 1997］．人類がマ
ダガスカルに到達した時期は比較的近年であると考えられており，人間がいたことを示す最初




と考えられており，近年も森林の消失が進行している［Mittermeier et al. 2006］．マダガスカ
ルは，世界の生物多様性の「ホットスポット」と呼ばれる，世界的にみて最も優先度の高い保




Megaladapis edwardsi など少なくとも 16 種の大型のキツネザル類［Godfrey et al. 1997］や大


















その後，1988 年にはマダガスカルにおける 15 年環境活動計画（EAP）が策定され，1990 
年から特に国立公園と保護区を中心にして実施されている［川又 1999］．活動計画では，ア
メリカ国際開発庁（USAID）がドナーとなり，環境国家室（ONE）によって 3 つの環境政策




























［Diamond 1975; Simberloff and Abele 1976, 1982］．現在では，一般には大規模な保護区のほ
うが重要であるとみなされているようであるが，小規模な保護区であっても，よく管理された
保護区をいくつか設定することによって，多様性に富む生息地が保全され，多くの個体群を維



















加の影響で森林減少が進行している．予備的な試算では，マダガスカル南部には，約 4,510 ha 
しか川辺林が残っていないと推測されている［Sauther et al. 1999］．本論文の調査地であるベ
レンティ保護区が位置するマンジャレ（Mandrare）川下流部に生育する川辺林は，1962 年に




が経営する，面積約 250 ha の私設保護区である．川辺林から乾燥有刺林にいたる自然植生
の森林と一度伐採された後に外来樹種である Pithecelobium dulce が植栽された森林からなる
［Budnitz and Dainis 1975; Jolly et al. 2002］．保護区は川と裸地，サイザル畑によって大部分
が分断されている．しかし，完全に島状に分断化されているわけではなく，南の端で別の管
理者によって管理される約 150 ha の森林と，南西の端で乾燥有刺林と一部がつながっている






























面積は約 250 ha で，植生は Tamarindus indica が優占する半落葉川辺林である．川沿いでは




ベレンティ保護区には，現在 6 種のキツネザル類が生息している［Jolly et al. 2006］．1)
このうち，昼行性の種がワオキツネザル（Lemur catta）とヴェローシファカ（Propithecus 
verreauxi）の 2 種，周日行性（昼も夜も活動する活動性）の種がアカビタイチャイロキ
ツネザル（仮）（Eulemur rufus）の 1 種，そして夜行性の種がシロアシイタチキツネザル
（Lepilemur leucopus），グレイネズミキツネザル（Microcebus murinus），アカハイイロネズミ
キツネザル（仮）（Microcebus griseorufus）の 3 種である．
キツネザル以外の哺乳類としては，マダガスカルオオコウモリ（Pteropus rufus），テンレッ
ク（Tenrec ecaudatus），ハリテンレック（Setifer setosus），ヒメハリテンレック（Echinops 
telfairi），オナガテンレック属の種（Microgale sp.），フデオアシナガマウス（Eliurus 
myoxinus），クマネズミ（Rattus rattus），コジャコウネコ（Viverricula indica）が生息してい
る［Jolly et al. 2006］．
3.2　調査地域と調査個体群
本稿では，キツネザルの中でも，ワオキツネザル（Lemur catta）を主な調査対象とした．
 1) 本文中の学名は，キツネザル類の場合は Mittermeier et al.［2006］に，キツネザル類以外の動物種の場合は Jolly 





ワオキツネザルは，体重 2  - 3 kg の種で，平均 15 頭程度の群れで生活している（写真 1）．現















ベレンティ保護区における現地調査は，1998 年から 2006 年までの間に 6 回，計 2 年半に
わたりおこなった．主調査地域に生息するワオキツネザル約 100 頭を個体識別し，基礎資料





もっている［小山 2000］．その大きな原因は，優占樹種 Tamarindus indica の枯死であるよう
だ．
小山ほか［2005］によると，1982 年から 1991 年にかけて 30.4 ha の調査域に生育してい
た胸高直径 50 cm 以上の大木は，475 本だったが，そのうち 289 本（60.8％）は Tamarindus 
indica だった．この 289 本のうち，285 本の生死を 2000 年と 2005 年に確認した（表 1）．
2005 年の時点で，285 本中 76 本（26.7％）の個体が死亡していた．死亡個体のほとんど
は立ち枯れ（写真 2）していた．2000 年から 5 年間で，新たに 12 本の大木が死亡しており，
大木の枯死は現在も進行しているといえる．
14.2 ha の主調査地域に生育する胸高直径 50 cm 以上の Tamarindus indica の密度は，1989 
年の 12.7 本／ha から 2000 年の 11.2 本／ha に低下していた［小山ほか 2005］．この密度低
下は，死亡した個体数が，あらたに胸高直径 50 cm に達した個体数を上回った結果である．
表 1　調査域（30.4 ha）に生育する胸高直径 50 cm 以上の大木 2 種の生存個体数／死亡個体数
調査年 Tamarindus indica Acacia rovumae生存個体数 死亡個体数 生存個体数 死亡個体数
1982  -  91 285 74
2000 221 64 ― ―
2005 209 76 46 28
（73.3％） （26.7％） （62.2％） （37.8％）
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4.2　竜巻による Acacia rovumae の被害
ベレンティ保護区の森林のもうひとつの変化として，竜巻による Acacia rovumae の被害
がある．Acacia rovumae は，ベレンティ保護区に生育する大木樹種のひとつで，Tamarindus 
indica の次に優占度が高い［小山ほか 2005］．
ベレンティ保護区では 1999 年 10 月に竜巻が発生し，森林が被害を受けた．その際，
Acacia rovumae は最も大きな被害を受けた樹種のひとつだった［Rasamimanana et al. 2000］．
1982 年から 1991 年にかけて 30.4 ha の調査域には，胸高直径 50 cm 以上の Acacia 
rovumae は 74 本生育していた［小山ほか 2005］．この 74 本の生死を 2005 年に確認した．
2005 年までに 74 本中 28 本が死亡しており，死亡個体の割合（37.8％）は，Tamarindus 
indica の死亡個体の割合（26.7％）を上回った（表 1）．死亡個体 28 本のうち，13 本は根元
から倒れた状態で，11 本は幹の途中で折れた状態だった．立ち枯れは 2 本だけで，残り 2 本




現在，ベレンティ保護区には多くの導入植物が生育している．2001 年に T1B 群が C2A 群
の行動域を奪取したが［Ichino 2006; Ichino and Koyama 2006］，この行動域（3.1 ha）でお
写真 2　立ち枯れした Tamarindus indica
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表 2　T1B 群の行動域（3.1 ha）内に生育していた胸高直径 5 cm 以上の樹木の種名と本数
No. 現地名 科　名 種　名 本数 種類
1 tsatsake Violaceae Rinorea greveana 530 N
2 tsirikatsifaka Ulmaceae Celtis phillippensis 176 N
3 kantsakantsa Mimosoideae Leucaena leucocephala 148 I
4 keleon Capparaceae Crataeva excelsa 138 N
5 fi lofi lo Salvadoraceae Azima tetracantha 94 N
6 bemavo Ulmaceae Celtis bifi da 77 N
7 mimy Meliaceae Azadirachta indica 61 I
8 kily Caesalpinioideae Tamarindus indica 53 N
9 somontsohy Bignoniaceae Fernandoa madagascariensis 46 I
10 kilinbazaha Mimosoideae Pithecellobium dulce 38 I
11 benono Mimosoideae Acacia rovumae 29 N
12 voanderaka Meliaceae Melia azedarach 28 I
13 valonbazaha Boraginaceae Cordia sinensis 26 I
14 halomboro Mimosoideae Albizia polyphylla 23 N
15 valomalagasy Boraginaceae Cordia caffra 20 N
16 volely Sapindaceae Neotina isoneura 18 N
17 bonara Caesalpinioideae Senna siamea 14 I
18 adabo Moraceae Ficus sycomorus 10 N
19 kininy Myrtaceae Eucalyptus sp. 8 I
20 valiandro Meliaceae Quivisianthe papinae 6 N
21 fl amboyant Caesalpinioideae Delonix regia 4 I
22 dagoa Loganiaceae Strychnos madagascariensis 3 N
23 feka Apocynaceae Hazunta modesta 3 N
24 hazonbalala Rubiaceae Tricalysia sp. 3 N
25 mananteza Buddlejaceae Androya decaryi 3 N
26 mendroravy Mimosoideae Albizia aurisparsa 3 N
27 andina             ?                     ? 2 N
28 tsilovy             ?                     ? 2 N
29 talakafotsy Tiliaceae Grewia saligna 2 N
30 basivoka Caesalpinioideae Caesalpinia bonduc 1 N
31 hazomena Portulacaceae Talinella dauphinensis 1 N
32 kasiake             ?                     ? 1 N
33 nato Oleaceae Noronhia seyrigii 1 N
34 sakoa Anacardiaceae Sclerocarya birrea 1 I
35 sasavy Salvadoraceae Salvadora angustifolia 1 N
36 solety Capparaceae Maerua fi liformis 1 N
37 taly Combretaceae Terminalia mantaly 1 N
38 tsimatavy             ?                     ? 1 N
39 soarave             ?                     ? 1 N








こなった植生調査では，胸高直径 5 cm 以上の樹木が 1,582 本生育しており，そのうち 374 本
（23.6％）は導入植物だった（表 2）．10 種の導入植物が観察されたが，その多くは観光施設
周辺の景観を良くするために植栽された観賞用植物や並木用樹木だった．また，家畜の飼料と











ンで顕著である［Jolly et al. 2002］．
個体数の増加にともない，1989 年から 1999 年までの間に，主調査地域に生息するワオキ
ツネザルの群れの数は 3 群から 7 群へと増加し，1 群あたりの行動域面積は縮小し，平均群
れサイズも縮小した［Koyama et al. 2002］．また，群れからのメスの追い出しが多く観察され





















ルがみられるようになった［Crawford et al. 2006］．特に 2000 年から 2003 年にかけて著し
い脱毛症状を示す個体が多くみられた（写真 3）．
ワオキツネザルの脱毛症の調査は 2001 年，2004 年，2005 年の 3 回おこなった．ワオキツ
ネザルの体毛の状態を 6 つのカテゴリーに分類し，状態の悪い 2 段階の個体を脱毛個体とし
た．
脱毛個体の数は，2001 年には 19 頭（全体の 21.6％）だったが，2004 年には 6 頭（全体の 




たが，その原因はまだ良く分かっていない．導入植物の 1 種 Leucaena leucocephala の採食が







表 3　調査個体群の群れ別の脱毛個体数（2001 年，2004 年，2005 年）
2001 年 9 月 2004 年 9 月 2005 年 12 月
群れ名 全個体数 脱毛個体数 全個体数 脱毛個体数 全個体数 脱毛個体数
C1 18 11 21 0 21 0
C2A  9  2 12 2 13 1
C2B  6  1  1 0  0 0
CX 11  0  9 0  9 0
T1A 13  0 16 1 15 1
T1B 13  5 11 2 12 1
T2 18  0 20 0 16 0
YF ― ― 14 1 16 0
C1B ― ― ― ―  4 0
単独オス ― ― ― ―  5 0










第 2 に，キツネザルの脱毛症の原因である可能性が指摘された導入植物 Leucaena 






近年ベレンティ保護区では，森林の優占樹種である Tamarindus indica が多く枯れて，森林
が乾燥化してきているという印象を研究者や保護区管理者がもっている［Jolly et al. 2002; 小













一方，Tamarindus indica 以上に死亡個体の割合が高かった Acacia rovumae の場合，ワオキ
















主調査地域内に生息するワオキツネザルの個体数は，1989 年から 1999 年までの 10 年間で
年平均 2.7％の割合で増加した［Koyama et al. 2001］．そして，1999 年以降も増加傾向にあ
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